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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 1月 14日 (2005.1.14)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 述 の 様 に 構 成 し 、 上 述 の 様 に 組 み 立 て る 、 本 発 明 の 他 物 品 を 結 合 し た 転 が り 軸 受 ユ ニ
ッ ト の 実 施 の 形 態 の １ 例 で あ る ナ ッ ク ル 一 体 型 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト が 、 上 記 ハ ブ ４ に 支 持
し た 車 輪 ８ （ 図 １ １ ） を 、 懸 架 装 置 に 対 し て 回 転 自 在 に 支 持 す る 作 用 は 、 前 述 の 図 １ １ に
示 し た 従 来 構 造 の 場 合 と 同 様 で あ る 。 特 に 、 本 発 明 の ナ ッ ク ル 一 体 型 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト
に よ れ ば 、 ナ ッ ク ル １ ６ ａ と 外 輪 １ ａ と の 嵌 合 部 分 の 強 度 を 確 保 で き る 。 即 ち 、 上 記 円 輪
部 の 軸 方 向 長 さ Ｌ 2  と 等 し い 、 こ の 嵌 合 部 分 の 軸 方 向 長 さ は 、 上 記 支 持 口 １ ７ ａ の 外
端 開 口 周 縁 部 に 前 記 長 円 筒 部 ２ ４ を 設 け た 事 に よ り 、 上 記 支 持 口 １ ７ ａ の 近 傍 か ら 外 れ た
ナ ッ ク ル １ ６ ａ の 厚 さ Ｔ よ り も 大 き い （ Ｌ 2  ＞ Ｔ ） 。 従 っ て 、 ナ ッ ク ル 一 体 型 転 が り 軸 受
ユ ニ ッ ト の 大 幅 な 重 量 の 増 大 や 大 型 化 を 招 く 事 な く 、 上 記 嵌 合 部 分 の 強 度 を 確 保 し て 、 上
記 車 輪 ８ の 支 持 強 度 を 十 分 に 確 保 で き る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 図 ２ は 、 や は り 請 求 項 １ 、 ２ 及 び 請 求 項 ５ ～ ７ に 対 応 す る 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態
の 第 ２ 例 を 示 し て い る 。 上 述 し た 第 １ 例 が 、 駆 動 輪 （ Ｆ Ｆ 者 の 前 輪 、 Ｆ Ｒ 者 の 後 輪 、 ４ Ｗ
Ｄ 車 の 全 輪 ） を 支 持 す る 為 の 転 が り 軸 受 ユ ニ ッ ト に 本 発 明 を 適 用 し て い た の に 対 し て 、 本
例 の 場 合 に は 、 非 駆 動 輪 （ Ｆ Ｆ 車 の 後 輪 、 Ｆ Ｒ 車 の 前 輪 ） を 支 持 す る 為 の 転 が り 軸 受 ユ ニ
ッ ト に 本 発 明 を 適 用 し て い る 。 こ の 為 に 本 例 の 場 合 に は 、 内 径 側 軌 道 輪 部 材 で あ る ハ ブ ４
ａ は 、 全 体 を 円 筒 状 と せ ず に 、 内 端 部 （ 図 ２ の 右 端 部 ） に の み 円 筒 部 ３ ２ を 形 成 し て い る
。 そ し て 、 上 記 ハ ブ ４ ａ の 中 間 部 外 周 面 に 内 輪 軌 道 ６ を 直 接 に 形 成 す る と 共 に 、 こ の ハ ブ
４ ａ の 内 端 部 外 周 面 で 上 記 内 輪 軌 道 ６ か ら 外 れ た 部 分 に 内 輪 ５ ａ を 、 こ の 内 輪 ５ ａ
の 外 周 面 に 内 輪 軌 道 ６ ａ を 形 成 し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】

２ ３
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 又 、 上 記 円 筒 部 ３ ２ の 内 端 部 で 上 記 内 輪 ５ ａ の 内 端 部 か ら 軸 方 向 内 側 に 突 出 し た 部 分 を
、 直 径 方 向 外 方 に 向 け 全 周 に 亙 り か し め る 事 に よ り 、 か し め 部 ３ ９ を 形 成 し て い る 。 そ し
て 、 こ の か し め 部 ３ ９ と 上 記 ハ ブ ４ ａ に 設 け た 段 部 ３ ３ と の 間 で 、 上 記 内 輪 ５ ａ を 挟 持 固
定 し て い る 。 又 、 こ の 内 輪 ５ ａ 及 び 上 記 ハ ブ ４ ａ と の 外 径 側 に 配 置 し て 、 こ れ ら 内 輪
及 び ハ ブ ４ ａ を 回 転 自 在 に 支 持 す る 外 輪 １ ｂ の 内 端 開 口 部 に 、 有 底 円 筒 状 の カ バ ー ３ ７ を
締 り 嵌 め に よ り 内 嵌 固 定 し て い る 。 又 、 上 記 外 輪 １ ｂ の 外 端 部 内 周 面 と ハ ブ ４ ａ の 中 間 部
外 周 面 と の 間 に シ ー ル リ ン グ ２ ０ を 設 け て 、 上 記 カ バ ー ３ ７ と 共 に 、 転 動 体 ７ 、 ７ の 存 在
す る 空 間 部 分 を 外 部 か ら 遮 断 し て い る 。 尚 、 上 記 外 輪 １ ｂ の 内 周 面 で 内 端 寄 り 部 分 に 、 段
部 ３ ４ を 全 周 に 亙 り 形 成 し て 、 上 記 カ バ ー ３ ７ の 外 周 縁 部 に 直 径 方 向 外 方 に 突 出 す る 状 態
で 全 周 に 亙 り 形 成 し た 折 り 返 し 部 ４ ０ の 外 側 面 を 、 上 記 段 部 ３ ４ に 突 き 当 て て い る 。 こ れ
に よ り 、 上 記 カ バ ー ３ ７ の 軸 方 向 位 置 に 亙 る 決 め を 図 っ て い る 。
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